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1. 戦後、最悪の日韓関係の中で ～元済州大学総長趙文富先生の提言～   

去年 2018年の 10月以来、韓国各地の法廷で日

本企業に対し賠償を命じる「徴用工判決」が相次

ぎました。この問題では 1965年の日韓請求権協

定ですべて解決ずみとする日本政府と、判決を重

視する韓国政府との見解は互いに相入れず、双

方の関係は氷りついたような状態になっています。 

こうした状況は、民間の交流にまで大きな影響を

与えており、日本から韓国を訪れる観光客は 10

年ほど前と比べると大幅に減少してきています。 

戦後最悪の日韓関係と言われている中で、この

3月、韓国の済州島で国立済州大学の元総長 

趙文富先生が訪問した日本の青年グループと島の

青年たちを前に、傾聴すべき提言をされましたの

で、ぜひ皆さんにお伝えしたいと思います。 

内容に触れる

前に趙先生の経

歴や、私たちの

団体との関係を

簡単に述べてお

きます。 

趙先生は 1935

年生まれで現在

83才です。ソウ

ル大学の法学部

を卒業した後、東

京大学の研究員

として日本の法

律や行政学をマ

スター、韓国随一の行政学の大家となり、1997年

に済州大学の総長に迎えら

れました。 

私たちの団体が、済州島

の数奇な歴史を学ぼうと島

を訪れたのが 2004年の暮

で、趙先生をはじめ新聞記

者や文化人の皆さんに歓迎

してもらいました。そして翌

年、愛知万博の時には、趙

先生ご夫妻を名古屋に招

待させてもらうなど交流を重ねてきました。 

その趙先生は、日韓の青年たちに二つの提言をされ

ました。 

まず、最初の提言は「過去や今、現在にこだわりす

ぎて、未来を語ることを忘れないで欲しい」というも

のでした。この言葉は、一見、韓国の青年たちに向

けての提言のようにも見えるものの、むしろ日本人

一般への警告を含んでいるように思います。という

のは、去年、日韓の間を 1000万人が超える観光客

が往復したと言われていますが、そのうち、4分の 3

に当たる 760万人は韓国からで、日本からの観光

客は 300万人にも上りませんでした。韓国人に比

べて、一般の日本人が大切な隣国に対する関心を

失い、未来を語り合う意欲を失っているように思え

てなりません。趙先生の二つめの提言は、次のよう

な韓国の古い諺でした。 

「行く言葉が美しければ、帰ってくる言葉も美しい」 
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（カヌン マリ コワヤ、オヌン ヌリ コプタ！） 

これは対人関係を保ってゆく上での素晴らしい

諺ですね。相手の立場や背景にある歴史や文化を

考えながら、対話すれば穏やかな人間関係、ひい

ては、良き隣国関係を保てるという事でしょう。 

実は、日本には韓国の諺と正反対の意味を持つ諺

があります。 

「売り言葉に買い言葉」です。 

一方が、けんか腰で文句を言うと、相手も一切、妥

協せず論争が際限なく続くという意味でしょう。これ

では、互いの関係が、ささくれ立つだけで、対立は

解消できません。 

日本人も韓国人も知り尽している趙先生の二つ

の提言を、ぜひ生かして行きたいものです。 

一つは、 

「過去や今、現在にこだわりすぎて、未来を語ること

を忘れないで欲しい！」 

もう一つは、 

「行く言葉が美しければ、帰ってくる言葉も美し

い！」 

（カヌン マリ コワヤ、オヌン ヌリ コプタ！） 

趙先生の提言をかみしめながら、私たちは韓国の

友人たちとの対話を重ねて行こうではありません

か!? 

  

2. 水崎翁追慕祭、粛々と  ～韓国大邱市・寿城池～ 

4月 12日の朝、大邱市の寿城池の傍らで“大邱

農民の恩人”と、今日も、なお称えられている岐阜市

出身の水崎林太郎翁の追慕祭が開かれました。 

岐阜市の住民、水崎翁が大邱に移住したのは 104

年前の 1915年のことでした。翁は大邱の農民が日

照りと水不足に、あえいでいる状況を目の当たりにし

て、農業用の大貯水池の必要性を痛感します。そこ

で地元農民の代表たちと共に挑戦総督府への陳情

を繰り返した末、補助金を引き出し、ついに 1927年

(昭和 2年)、巨大な寿城池を完成させ、その池の水

で 1000ヘクタールもの水田や畑を潤おす事業を成

し遂げたのです。 

池の完成から 92年、水崎翁が逝去してすでに 80

年もの歳月が経過し、しかも日韓関係が戦後最悪と

言われている中でも、寿城区の市民たちから成る韓

日親善交流協会(李東根会長)の主催で、今年も追

慕祭が粛々と行われたことに、大きな喜びを感じまし

た。 

式典では主催者などの挨拶の後、寿城区民たち

に続いて、釜山の日本領事館の道上総領事を始

め、日本各地からの参加者が次々と白い花を墓前に

捧げました。 

その中には、今回初めてグループで参加したとい

う岐阜民団の董勝正（トンスンジョン）団長ら 5人の

方々や長野市の善光寺の僧、若麻績(わかおみ)眞

海師の姿もありました。若麻績師は日韓の良好な関

係を願っている仏教者として、供花の後、水崎翁の

墓に朗々と読経を捧げていました。水崎翁の故郷、

岐阜市では翁の業績がほとんど忘れられてきていま

したが、岐阜民団などの協力の元に、翁の記憶を取

り戻して行く試みを加速したいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

韓国紙面にも両国関係改善の願いが・・ 

善光寺・若麻績師 

今年の追慕祭 

寿城池は今 

２５０万都市のオアシス 岐阜民団の皆さん 
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3. 第 22回総会と交流会 

2月 28日(木)の午後、名古屋市国際センターの会議室で第 22回総会を行ない、2019年度の行事予定や

事務局体制などを決めました。(決定事項は、後のページに掲載します。) 

総会の後は、会場を名古屋駅前のコハクビル 2Ｆのイタリア料理店ゼンゼロに移し、会員や協力者など凡そ

45人での交流会を行ないました。 

このコハクビルやイタリア料理店のゼンゼロは永い間、私

たちの団体を支援して頂いた、愛知民団の大功労者、故鄭

煥麒顧問が所有されていたもので、かつては例年のように

交流会をさせて頂いていました。しかし鄭顧問が 2016年の

年末に逝去されたので、2017年と翌年の 2回は、ゼンゼロ

の利用を遠慮してきましたが、今年は鄭煥麒さんのご子息

で会員になって頂いている鄭博さんのお許しの元に、交流

会を実施したものです。 

交流会には、駐名古屋韓国総領事館の鄭煥星総領事も

参席され「日韓の関係が最悪とは言われているが、去年韓

国から日本を訪れた観光客は、760万人もいた。 

韓国人は日本との友好を願っているのです。」と挨拶され

ました。 

また、京都在住の韓国人女性美術家のベ・サンスンさんも出席し、彼女が研究テーマにしている“戦前の大

田に住んだ日本人”の記録映像を上映するなど充実した交流会になりました。 

 

鄭煥星総領事 

   十二代金氏と日本人たち            沙也可を祀る堂（大邱市友鹿里） 

来年の追慕祭には大勢で！！ 

来年 2020年の追慕祭には、日韓の民間交流の活性化のため、できるだけ多数で大邱市を訪問し

たいと考えています。追慕祭の他、文禄の役の際、朝鮮軍に降り、鉄砲の技を、彼の兵士たちに教

えた功績で朝鮮王から朝鮮名（金忠善）と領地を賜った日本人武将、沙也可の里や、世界一美しい

とされる石仏がある仏国寺なども訪ねます。旅行中には、随所で現地の人々と交流できるよう予定し

ます。 
 

ゼンゼロでの交流会 
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なお、2月 28日は総会と交流会の双方で、京都在住の韓国人女性美術家、ベ・サンスンさんの企画で 1月

13日に京都・立命館大学で開催されたイベント（記録されぬ人々～植民地大田の日本人）の概要が動画など

で紹介されました。 

会報では動画を載せることはできないので、1月のイベントを記録した写真をお見せします。当日は、韓国・

大田市の職員コ・ユンス氏が「朝鮮半島から満州に至る東アジアを統治するためには、鉄道の敷設が絶対条

件」という明治の元勲・山懸有朋の方針の元に、小さな農村だった大田に鉄道網建設の基地として多数の日本

人が移住した歴史や、そこに移り住んだ日本人たちの敗戦に至るまでの暮らし、そして現地の人たちとの人間

関係などが詳しく紹介されました。以下の写真でイベントの雰囲気を推察ください。 

また、1月 11日付けの新聞記事は、会員の森田真奈子記者（中日新聞・大津支局）が書いたものです。 

 
 

 

立命館大学でのシンポジューム 
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4. 第 22回総会と決定事項 

2018年度 活動報告 

 

 

 総会の風景 
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2019年度「日韓市民ネットワーク・なごや」組織表 
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201９年度 活動予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 
  

 

ニュース 愛知民団の新会館オープン ～4月 6日に披露パーティー～ 

愛知民団は、老朽化した、これまでの民団会館を取り壊し、中村区井深町の韓国学校の跡地に新会館を建

てる工事を行っていましたが、この 4月 6日、新会館の完成を祝う披露パーティーを盛大に行いました。 

2階にある広大なホールには、来賓や団員など 200名以上が参加

し、会館の完成を祝いました。 

挨拶に立った朴茂安団長は「愛知民団は、この新会館を拠点として

在日同胞の民生の安定と生活権の拡充にいっそう、まい進します。さ

らに韓日の友好、親善も、これまで以上に努めます！」と、挨拶、拍手

を受けていました。 

なお新しい韓国学校も新会館と隣接して建てられ、授業が再開され

ています。 

 

ニュース 뉴스 

愛知民団・新会館 
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西谷先生と行く“北朝鮮・高句麗壁画古墳の旅”参加者募集 

 

今年の９月半ばに、高句麗の歴史遺産を世界遺産に認定した西谷正先生が企画し、福岡の日中友好旅行

社が手配する旅行（下記参照）があります。下記の要項は、旅行社が製作したパンフの写真や原文を、当会で

若干、分かり易く手直ししたものです。従来の私たちの旅行に比べ、驚くほど費用がかかる見込みではありま

す。これは旅行地が、北朝鮮という特殊な国である上、特に貴重な壁画古墳、３ヶ所の石室に入ることを条件と

しているためです。 

旅行では、平壌周辺の古代遺跡から高麗時代の首都だった開城一帯の古墳まで、北朝鮮国内の歴史遺産の

数々を、自分の目で確認することができます。参加希望者は事務局後藤（℡ 0587-56-6788）に連絡されます

と、旅行社作成の申込書を送らせていただきます。   

 

 

新韓国学校              教室の他、芸能室、図書室も 

朴茂安団長               

華麗なる壁画古墳たち              天井まで壁画が・・ 

平壌                    真坡里古墳群 
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北朝鮮高句麗壁画旅行

 

 

 

 
 

盛り上がった韓国フェスティバル 

 
 

４月 20日(土)と 21日(日)の両日、名古屋市栄の久屋大通公園で、駐名古屋韓国総領事館の主催で韓国

フェスティバルが開かれ、好天にも恵まれて、連日大賑わいでした。 

このフェスティバルの目玉は、韓国の男性アイドルグループ“アストロ”の歌と踊りでした。日本でも人気がある

グループ・・・という前評判通り、前日から徹夜したファンの列が長く伸び、公演が始まると、お目当ての歌手の

名を叫ぶ若い女性の姿が目立ちました。 

会場に押し寄せた人たちは肩と肩を、ぶつけあいながら、ト

ッポッキやキムチなど韓国食品や焼きそば、アイスクリームの

店などを探して歩いていました。 

20日間で来場した韓国ファンの数は、前年度を３万人も上ま

わる 13万人となり会場を見る限り「戦後、最悪の日韓関係！」

という状況が信じられないほどでた。 

初日には、愛知県の大村知事や名古屋市の河村市長も会

場を訪れ、一般客と握手しながら「日本人と韓国人は仲良くし

なくちゃ！」と笑顔で声をかけていました。 

 アイドルグループ アストロの舞台 
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満州延吉から引揚げ、木曽開田高原暮らしに戻る 

村越 稔 （会特別プロジェクト担当） 

昨年 9月の渤海歴史ツアー参加を含めて、中国東北隅の延吉で９ケ月暮ら

し、４月には大邱での林太郎追慕祭に関連して、絵本「スソンモ」の出版社崔社長と朴天秀先生にお会いしま

した。大田市史には辻醸造所の記載があるのに対し、大邱市史には林太郎や寿城池について言及されてな

いため、改定の際に記載してもらえないか、お願いに上がったものです。そして韓国語の試験を受けて、御嶽

山麓の山荘暮らしに戻りました。やまゆり荘という露天風呂のすぐそばです。 

 開田は 5月になってもまだ寒く、ストーブとコタツが必要です。しかし桜は満開で、久しぶりに眼デジ 2台を持

ち出して撮影しました。 

昨年は日韓関係が手詰まりの状態になり、災害も多い年でしたが、新しい元号になり、こういう写真を見なが

らまた明るい世の中になる希望をもって、日々精進して行こうと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               事務局 

今年は、大邱農民の恩人と称えられた岐阜出身の水崎林太郎翁が亡くなってから、ちょうど 80年

目にあたります。このタイミングで故郷岐阜市に水崎翁の顕彰碑を建設する運動を始めたいとする動

きがあります。決定したら会報でお知らせします。  
 

 

 

編集 応援（非会員）中川修介 

背景の山は御嶽山 

村越氏の山荘              

天井まで壁画が・・ 


